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鎌倉市公共施設再編の取組に関するアンケート 
集計結果 

 

○テーマ  

鎌倉市公共施設再編計画に基づき、本庁舎整備方針の策定及び地域拠点校の選定を平成

28 年度末までに行うにあたり、この取り組みに関する市民の意識を把握するとともに、取

り組みを進めるための基礎データとするため、公共施設再編の取組に関する無作為抽出アン

ケート調査を実施しました。 

 

○調査対象 無作為抽出による平成 28 年 3 月 1 日時点で 16 歳以上の市民 2,000 名 

○調査方法 対象者に調査票を郵送 

○回収方法 同封した返信用封筒（無記名）により回答を返送（持参によるものも有り） 

○郵送日 平成 28 年 3 月 24 日（木） 

○回答者数 751 名（回収率約 38％） 

○回答者属性 問１～４ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○集計について    ・条件を超えて選択された選択肢も集計しているため、一部で回答者の数と

回答の数の関係が一致しない集計結果があります。 

・自由記入欄については、別冊にて整理しています。 

・問５以降は、最も多かった選択肢に対して、網掛け等を行っています（「わ

からない」「無回答」等が最も多かった場合は、次に多かった項目）。  
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１：週3回

以上 0.1% ２：週1回

以上 0.8% 

３: 

月1回以上 
11.7% 

４：半年に

1回 30.4% ５：年に1

回 39.9% 

６: 

利用しな

い等 
16.1% 

無回答 
0.9% 

【問５】 

問５ 本庁舎を利用する頻度を教えてください。 

１：週に３回以上 1 名 

２：週に１回以上 6 名 

３：月１回程度 88 名 

４：半年に１回程度 228 名 

５：年に１回程度 300 名 

６：利用しない・利用したことはない 121 名 

無回答 7 名 

 

 

 

（問６と問７は、問５で１～５とお答えの方 623 名に伺いました。） 

問６ 本庁舎のご利用の主な目的を教えてください。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 本庁舎について、施設面で不便・不快と感じることを教えてください。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



3 

 

問８ 現在の本庁舎やその敷地は、次のような課題を抱えています。 
・建物の老朽化（築 46 年経過） 
・地震発生後の機能維持の問題（最低限の耐震性は確保済） 
・津波想定浸水範囲内に立地 
・不足する執務スペースなどを整備することが難しいため、庁舎が分散している状況 
・社会的変化への対応が不十分（バリアフリー化など） 
・埋蔵文化財保護に配慮が必要  

このことから、平成 28 年度までに庁舎整備方針（建替え、長寿命化、移転など）を

考えていくことをご存じですか。 

１：知っている 165 名 

２：知らない 565 名 

無回答 21 名 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 現在、市役所の庁舎は執務スペースなどの不足により、庁舎が分散しています。将来

的な庁舎整備についてどのようにすべきと考えますか。 

１：利用者の利便性を重視し、集約

化すべき 346 名 

２：分散した庁舎の維持管理費用な

どを縮減するために、集約化すべき 215 名 

３：土地・建物を所有せず、民間の空

き家などを活用した庁舎とすべき 47 名 

４：現在のあり方でよい 82 名 

５：特になし、わからない 65 名 

６：その他 36 名 

無回答 29 名 
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問 10 本庁舎のあり方を考える際、本庁舎の位置について、どこの地域にあるべきと考え

ますか。 

１：鎌倉地域にあるべき 395 名 

２：腰越地域にあるべき 3 名 

３：深沢地域にあるべき 54 名 

４：大船地域にあるべき 102 名 

５：玉縄地域にあるべき 7 名 

６：どこでも構わない 125 名 

７：特になし、わからない 54 名 

無回答 25 名 

 

 

 

問 11 市役所の本庁舎はどのような庁舎であるべきと考えますか。次の中から３つまで選

んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 現在の本庁舎やその敷地が抱える課題に対し、将来的に本庁舎をどのようにすべき

と考えますか。 

１：現在地で建替え 318 名 

２：長寿命化改修 119 名 

３：その他の用地への移転 167 名 

４：特になし、わからない 90 名 

５：その他 46 名 

無回答 28 名 
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問 13 平成 28年度までに各行政地域の小中学校から 1校を地域拠点校として選定すること

をご存じですか。 

１：知っている 46 名 

２：知らない 616 名 

無回答 89 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 地域拠点校として整備する上で、大切なことについてお考えを聞かせください。（複

数回答可） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問 15 と問 15-1 は、家族に中学生までのお子様がいらっしゃる方に伺いました。） 

問 15 お子様が利用する学校や子育て支援施設等について教えてください。（複数回答可） 

回答者数 182 名 
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問 15-1 地域拠点校だけでなく、その他の小学校へも建替えなどにあわせて子ども会館・

子どもの家を複合化していく方針です。この複合化についてお考えを聞かせください。（複

数回答可） 

回答者数 219 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔お問い合わせ先〕 

鎌倉市経営企画部経営企画課 

公共施設再編推進担当 

電話：0467-23-3000（内線 2565） 

URL：http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/keiki/facility.html 

tp://www.city.kamakura.kanagawa.jp/keiki/facility.html 


